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一 

地
元
の
霞
村
で
は
、
国
宝
塩
船
観
音
保
存
会
を
作
つ
て
、
こ
れ
が
保
護･

修
理･

保
存
等
の
管
理
に
熱
意
を
示
し
て
い
る
。 

一 

東
京
都
西
多
摩
郡
霞
村
字
塩
船
に
あ
る
塩
船
観
音
は
、
奈
良
朝
時
代
に
そ
の
由
緒
を
発
す
る
ま
こ
と
に
貴
重
な
文
化
財

で
あ
つ
て
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
二
十
九
日
文
部
省
告
示
第
百
二
十
三
号
を
も
つ
て
、
田
中
文
部
大
臣
か
ら
、
観
音 

堂
、
阿
弥
陀
堂
、
仁
王
門
は
南
北
朝
時
代
の
建
造
物
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
本
尊
観
世
音
厨
子
も
ま
た
国
宝
に
指
定
さ

れ
た
。 

文
化
財
保
護
法
案
が
過
般
の
第
七
回
国
会
で
通
過
し
た
が
、
こ
の
精
神
か
ら
い
つ
て
も
、
こ
の
際
、
至
急
塩
船
観
音
に

対
し
、
特
別
の
保
護
を
加
え
ら
れ
た
い
と
思
う
が
、
そ
の
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

し
か
る
に
、
そ
の
財
源
に
は
お
の
ず
か
ら
限
度
が
あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
も
国
の
補
助
を
必
要
と
す
る
。 

文
部
省
及
び
東
京
都
庁
か
ら
調
査
に
来
た
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
ど
う
な
つ
て
い
る
か
。 

右
質
問
す
る
。 

国
宝
塩
船
観
音
保
護
に
関
す
る
質
問
主
意
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